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11月 10日（土）、全国から青年・女性委員会（以下、青女）を組織している７つの地方協議会

から代表者が集まり、ＪＲ東海ユニオンの東京本部会議室においてＪＲ連合青女「第２回幹事・地

協代表者学習会」を開催しました。 

 第１部は、ＪＲ連合新倉議長より、地協の現在の組織

状況をはじめ、地協の役割と期待することについて講義

を行いました。講義では、地協で単組やグループの枠を

超えた活動を展開し、ＪＲ産業の一体感の醸成を行うこ

とを要請した。また、地域での連帯強化をきっかけとし、

当該単組を支援することで、組織拡大・民主化闘争完遂

に向けた取り組みに繋がる旨の講義を行いました。その

後、各地協から取り組み報告と課題を発表し、ＪＲ連合

各地協一体となって課題解決していくこと及び発展させ

ることを確認しました。 

 第２部は、ＪＲ連合の中村交通政策部長より、鉄道関係の税制特例の概要をはじめ、喫緊の交通

政策課題とその対応について講義いただきました。とりわけ、頻発する自然災害における鉄道の早

期復旧に係る課題、持続可能な交通体系の維持・発展に向けた課題、整備新幹線に係る課題の３点

について講義いただきました。参加者から、頻発化する自然災害に備え、防災・減災対策を訴えて

いかなければならないことを理解できたとの感想があり、有意義な学習会となりました。 

 

 ＪＲ連合青女では、全国の仲間との環を広げる

ため、年に一度ユースラリーを開催しています。

先に開催した第 27回定期総会において、2019

年は関東地区での開催が決定しております。 

11月 9日（金）に第 1回実行委員会を開催し、

ＪＲ連合関東地協の滝議長を事務局長として選出

し、開催に向けての準備が始まりました。来年も

皆様の参加をお待ちしております♪ 

仲間の環を広げ 共に未来をきり拓こう！ 


